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夏季休業中、熊本県の大地震や千葉県の豪雨災害など大きな自然災害がありました。亡くなられた方々や被

害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。 

『自分事と捉えて、考え、行動を変える』 

校 長   川合 孝征 

夏季休業日前の７月２１日（火）から２泊３日で６年生の日光移動教室を実施し

ました。出発式での校長からの話の際に「小学校生活の思い出になる『楽しい移

動教室』にして欲しい」と子供たちに呼びかけました。 

初日、子供たちは仲間と楽しく過ごしているようでした。しかし、次の行程が何

なのか、周りの仲間はどう動いているのかを考えて行動している様子があまり見

られませんでした。引率の教員が『集団行動としての楽しさ』を求めていることと、

子供たちの『楽しさ』の意識に隔たりを感じました。「移動教室」という学習の場で

ある雰囲気より、「家族旅行」「仲良し旅行」のような、人任せの“ふわふわ”とした

雰囲気が気になりました。 

就寝前、子供たちの班長会では、一日を振り返った担任からの評価が伝えられ、それを受け、行動班、生活班に分かれ、それ

ぞれ一日を振り返って「いいところ」「改善するところ」を話し合い、発表しました。担任から『それぞれ班長から班員に伝え、明日か

らの行動に生かしてもらいたい』と指示が出ました。 

翌日、２日目の朝からの子供たちの行動に少しずつ変化が見られるようになりました。「先生、次は何するんだっ･･･、あっ、自分

でしおり見ます」とか、周りの動きを見て、気付いた子が近くの仲間に声をかけ行動を促す場面が増えてきました。子供たち同士の

関わり方が変わったことで、集団としての行動が早くなったり、担任からの指示がスムーズに伝わるようになったりしました。見学

や活動の時間が増えたり、仲間と感じたことを共感し合ったりする時間や場面が増えてきました。教員が求める『集団行動の楽し

さ』と子供たちが感じる『楽しさ』がだんだんと同調してきました。 

『なりたい自分になるために、一人一人がめあてをもつこと、自分の行動を変え、みんなのめあてに向かって一人一人ができる

ことを考え、みんなで一緒に行動が変えられる』そんな上柚木小学校の子供たちになってほしいと校長が伝え続けていることを、

一人一人が行動を変え、しっかり体現してくれた６年生の子供たちでした。『自分事と捉えて、考え、行動を変える』。さすが最高学

年です。小学校生活６年間で身に付けたこと、学んだこと、自らの行動でその力を見せてくれました。 

私を含め、教師も子供たちの周りの大人も、子供の成長と共に、それこそ小学校入学前の学齢でも子供たちに『考えて行動する

こと』を求めがちです。兄弟がいれば「お兄ちゃん・お姉ちゃんなんだから」と、なおのことだと思います（私自身の子育てもそうでし

た）。勿論、その時々の学齢でしっかり身に付けてもらわなければならないこと、考えて行動してもらいたいことはありますが、教師

や大人が求める通りに子供が行動できるかどうかは、子供自身が失敗や成功の経験を積み重ね、自分事と捉えなければ難しいこ

とです。加えて、大人が「こうしなさい」と指示や指導するだけでなく、子供の行動に対する適切な評価（良いか、悪いかだけではな

く、どうすればよかったかなど）を与え、子供自身に「考えさせる」経験をさせることが必要となります。併せて、成長と共に集団生活

の中で一つの価値観（めあて）に共感する仲間と気持ちを揃える経験をすることも必要です。 

私が上柚木小学校に校長として着任した５年前、当時２年生だった６年生の子供たちは、入学時から単学級で、クラス替えがな

いまま進級してきました。学級内の顔ぶれの変わらない中での仲間との関わりは果たしてプラスになるのか、マイナスになるのか、

その中で、どのように仲間と関わり、どのように成長していくのか期待を込めて見守り、指導してきました。子供たちは、いいことも

悪いことも含めて、様々な経験をしながら、仲間との関わりの中でより良く成長しています。『なりたい自分になるために、一人一人

がめあてをもつこと、自分の行動を変え、みんなのめあてに向かって一人一人ができることを考え、みんなで一緒に行動が変えら

れる』、そんな成長を見せてくれてくれたことが大変嬉しく、大変頼もしく思えた日光移動教室となりました。 

  ～ ○あ ○い さつ・ ○う やまい・ ○え がお・ ○お もいやり わたしの学校 「上柚木小学校」～  

  

教育目標  ○ 明るくがんばる子  ◎仲よく協力する子  〇よく考える子   

ホームページ  https://hachioji-school.ed.jp/kyuge/ 



どの学年の子供たちにも小学校生活６年間の中で、学級や学年での活動、運動会や「音楽」「図工」発表会などの学校行事等、

様々な経験を通し、仲間との良好な関係を築きながら、めあてに向かって諦めずに続ける気持ちを育んでもらいたいと思います。

経験を積み重ねる中で、『自分事と捉えて、考え、行動を変える』上柚木小学校の子供たちになってもらいたいと思います。 

そのために必要な、子供たちに『考えさせる』ための適切な評価を、教師からだけではなく、保護者、地域の皆様にもお願いした

いと思います。２学期からの本校の教育活動にも、引き続きご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

９月の行事予定

日 曜日
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 火 身体測定５年
5 5 5 6 6 6

2 水 身体測定４年
5 5 5 5 5 5

3 木 身体測定２・３年
5 5 6 6 6 6

4 金 身体測定１年　安全指導
SC 5 5 5 5 5 5

5 土 学校運営協議会

6 日

7 月 委員会⑤
5 5 5 5

5＋

委

5＋

委

8 火 たてわり班活動②
 ALT⑤ 5 5 5 6 6 6

9 水
5 5 5 5 5 5

10 木 児童集会
5 5 6 6 6 6

11 金 水曜時程  SC
交通安全教室
(3年3h体育館) 5 5 5 5 5 5

12 土

13 日

14 月 振替休業日(5年)
5 5 5 5 5

15 火
5 5 5 6 6 6

16 水 移動教室事前検診(5年)
4 4 4 4 4 4

17 木 多摩織体験４年
5 5 6 6 6 6

18 金 移動教室(5)始   SC
5 5 5 5 5 5

19 土 移動教室(5)終
6

20 日

21 月 敬老の日

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木
5 5 6 6 6 6

25 金 SC
5 5 5 5 5 5

26 土

27 日

28 月 教育実習始
全校朝会 5 5 5 5 5 5

29 火
5 5 5 6 6 6

30 水 研究研究（４年２組のみ
５時間授業） 4 4 4 4 4 4

授業時数

 ９月の行事予定 「ＳＣ」 …スクールカウンセラー出勤日 

不登校をテーマとした保護者サロン 
教育委員会では不登校の子どもたちを支援するために、保護

者対象の講演会を開催します。希望者は夜間学級の実際の授業

が見学できます。どうぞお気軽にご参加ください。 

１．対 象 市内在住の小・中学生の保護者 

２．日 時 令和８年１０月９日（金）  

午後５時４５分から午後８時 

(受け付けは5 時20 分より) 

３．会 場 八王子市立第五中学校 

（八王子市明神町４-１９-１） 

４．内 容 

講演「不登校に関する基礎知識と義務教育終了後に活用できる

高校進学以外の資源」 

講師 八王子市スクールソーシャルワーカー 

講演「第五中学校夜間学級について」 

講師 八王子市立第五中学校長 

夜間学級卒業生による体験談 
「卒業生が語る～夜間学級ってこんなところ～」 

夜間学級見学 

５．定 員 30 名(先着順) 

６．受付開始日 令和８年 ９月７日（月） 

https://logoform.jp/form/iapr/1709037 

７． その他 

会場に駐車スペースはありません。近隣の有料駐車場をご利

用ください。 

8．問合せ・電話での申し込み 
高尾山学園内 教育指導課登校支援担当 

電話：６６３－３２１６ 

災害時情報伝達訓練の実施について 

 下記の通り、災害発生時に児童の安否を確認する方法
である「災害用伝言ダイヤル」及び学校ホームページの
「災害時情報掲示板」を利用した情報伝達訓練を実施しま
す。どちらもご確認いただきますよう、お願いいたします。
なお、安否確認の方法につきましては、別紙にてお伝えし
ます。 

実施日時：９月１日（火） １０：００～１５：００ 

不登校の子どもたちを支援する学校等の説明会 
八王子市には、「高尾山学園」や「第一中学校チャレンジク

ラス」など、不登校の子どもたちを支援する学校等が複数あり

ます。指導内容やスタッフ、申込みのシステム等にそれぞれ特

色があります。 

そこで、お子さんの状態や必要性に応じてご利用いただくた

めに説明会を開催致します。どうぞお気軽にご参加ください。 

１．対 象 市内在住で小・中学生の保護者 

２．日 時 10 月17 日（土） 午前10 時から正午 

３．会 場 八王子市教育センター 大会議室 

４．内 容 (1) 高尾山学園・第一中学校チャレンジクラス 

適応指導教室・総合教育相談の概要説明 

(2) 教育センター内見学 

(3) 各施設の利用に関する相談 

５．定 員 100 名(先着順) 

６．受付開始日 令和8 年 10 月1 日（木） 

https://logoform.jp/form/iapr/1766912 

７．問合せ・電話での申し込み 

高尾山学園内 教育指導課登校支援担当電話：６６３－３２１６ 


